
　

小説・エッセイ
これだけは知っておきたい日本の名作 山口 謠司 さくら舎 おしえて志麻さん！お助けレシピ１００ タサン志麻 ＮＨＫ出版

才人と俳人 堀本 裕樹 集英社 汁とめし 笠原 将弘 主婦の友社

夢ノ町本通り 沢木 耕太郎 新潮社 はっか油１００％活用ＢＯＯＫ 重松 浩子∥監修 玄光社

商い同心 梶 よう子 実業之日本社 ヒグマは見ている 内山 岳志 北海道新聞社

アミュレット・ホテル 方丈 貴恵 光文社 アルコールインクアートで作る幻想雑貨の世界 中嶋 裕子 メイツユニバーサルコンテンツ

エレファントヘッド 白井 智之 ＫＡＤＯＫＡＷＡ ゆる金継ぎ 藤野 佳菜子 河出書房新社

おあとがよろしいようで 喜多川 泰 幻冬舎 紙バンドで作るかわいいあみぐるみ 吉澤 久恵 ブティック社

可哀想な蠅 武田 綾乃 新潮社 指先から旅をする 藤田 真央 文藝春秋

剣、花に殉ず 木下 昌輝 ＫＡＤＯＫＡＷＡ ＲＥ－ＳＴＡＲＴ 鈴井 貴之 幻冬舎

トラディション 鈴木 涼美 講談社 厚トレ 原 晋 徳間書店

ハジケテマザレ 金原 ひとみ 講談社 ０～３歳までの子育て英会話大全 愛場 吉子 自由国民社

ふしだら・さくら 瀬戸内 寂聴 新潮社

ミドルノート 朝比奈 あすか 実業之日本社 児童書・絵本

未来地図 小手鞠 るい 原書房 内気なキミを最強にする説明書 ナディア  ファイナー 誠文堂新光社

名探偵じゃなくても 小西 マサテル 宝島社 おしまい図鑑 真山 知幸 笠間書院

夜明けのはざま 町田 そのこ ポプラ社 エゾナキウサギ 佐藤 圭 文一総合出版

列 中村 文則 講談社 未来を考えるまちとくらしづくり 「未来を考えるまちとくらしづくり」編集委員会 文研出版

陰流苗木 佐伯 泰英 光文社 こらしめじぞう 村上 しいこ 静山社

書架の探偵、貸出中 ジーン  ウルフ 早川書房 なんとかなる本 令丈 ヒロ子 講談社

ハンティング・タイム ジェフリー  ディーヴァー 文藝春秋 はじまりは一冊の本！ 濱野 京子 あかね書房

星空としょかんの王子さま 小手鞠 るい 小峰書店

実用書 あいたいなシマエナガ 山本 光一 世界文化ワンダーグループ

デコる！学ぶ！推す！楽しいが広がる趣味手帳のはじめ方 KADOKAWAライフスタイル編集部 ＫＡＤＯＫＡＷＡ いえ カテリナ  ティホゾーラ 汐文社

雪山登山 野村 仁 山と溪谷社 くるまのなかには？ 石橋 真樹子 福音館書店

アソビジネス大全 潮凪 洋介 自由国民社 さぼてんぼうや 石津 ちひろ 世界文化ブックス

秒で探せる・戻せる実践！オフィスの片づけ 家村 かおり 同文舘出版 さるさるおさる 乾 栄里子 金の星社

ようこそ！富士山測候所へ 長谷川 敦 旬報社 ふしぎな！どうぶつパーク いしかわ こうじ 童心社

絶景に生きるペンギンたちの図鑑 渡辺 佑基 自由国民社 魔女の一日 飯島 都陽子 金の星社

これだけは知っておきたい！「食品成分表」と「栄養計算」のきほん 渡邊 智子 講談社

パンどろぼう せかいいちかわいいてづくりこもの 柴田 ケイコ ＫＡＤＯＫＡＷＡ ＊他多数の図書を入書しています。どうぞご利用下さい。

その１ 「仕事のためには生きてない」
安藤 祐介／著 ＫＡＤＯＫＡＷＡ

創業百年の老舗食品メーカー、「ミカゲ食品」に勤める三十五歳の
多治見勇吉。勇吉は趣味のバンド活動を最優先に考えており、出世な
どに興味はなかった。転職も考えていたある日、ミカゲ食品のレトル
トカレーへの異物混入が発覚する。謝罪会見を済ませた直後、社長が
「“スマイルコンプライアンス”精神で、信頼回復に努めてまいりま
す」と発言し、世間から不謹慎だと大バッシングを受ける。会社が対
応に追われる中、本部長に呼び出された勇吉は、新設部署の「スマイ
ルコンプライアンス準備室」に異動となり…。

その２ 「青春をクビになって」 額賀 澪／著 文藝春秋

瀬川朝彦、３５歳、無給のポスドク。正式名称はポストドクター。
日本語にすれば博士研究員。学生時代に魅了された古事記の研究をし
ている。かつては国文学の名高い私立大学に研究員として二年ほど研
究したが、契約が切れてからは都内の大学を渡り歩いて非常勤講師を
しているのだが、今しがた、「来年度の契約更新はしない」と通達さ
れる。朝彦は、講師の口がないか相談しに母校を訪れると、そこにゼ
ミ時代の先輩ポスドク、小柳が研究室に住み着いていた。そんな折、
小柳が大学の貴重な史料を持ったまま行方不明になったと連絡が入る。

研究を愛するポスドク達の苦悩と決断のお仕事小説です。

その３ 「１００年のレシピ」 友井 羊／著 双葉社

大学生の磐鹿理央は恋人に作った手料理を失敗しフラれる。彼を諦
めきれず藁にも縋る気持ちで大河料理学校へ通い、徐々に料理の楽し
さを感じていくと同時に、百歳目前の創業者・大河弘子と祖母が知り
合いらしいこともわかり、弘子のことが気になっていく。

ある日、授業の後に立ち寄った図書室で弘子の曾孫・翔吾と偶然知
り合う。ひょんなことから弘子と対面を果たすが、『あなたに逢えて、
本当に良かった』と言い残してこの世を去った弘子の真意を探るため、
翔吾と共に彼女の人生を調べることになる。

人気料理研究家大河弘子が辿った人生と料理のミステリー短編です。

おすすめの本 新着図書


